
麗澤国際安全保障研究センター（R-CISS）
設立記念シンポジウム

新国家安全保障戦略と
日本の進路

テーマ

2026年春、麗澤大学に「麗澤国際安全保障研究センター
（略称 R-CISS:アールシス）」が誕生しました。
国際政治・外交・経済安全保障・防災危機管理など、多様な分野の知見を結集し、
日本と世界の安全保障を総合的に探究する新たな研究拠点です。

2026年12 月５日 13:30～16:00（開場 12:30）
麗澤大学校舎「さつき」１階・大講義室（千葉県柏市光ヶ丘2-1-1）

会場またはオンラインでご参加いただけます

場 所

日 時

｜主催｜麗澤大学 ・ 麗澤国際安全保障研究センター ｜後援｜ 麗澤オープンカレッジ

参加・申込方法
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お申し込みにあたって ※ご一読ください

・ご入力いただいた個人情報は、本イベントの運営（参加者管理、連絡等）の
目的にのみ使用し、主催者において適切に管理いたします。法令に基づく場合を
除き、ご本人の同意なく第三者に提供することはありません。
・会場にご参加の場合は、公共交通機関をご利用ください。
・本学敷地内の駐車場はご利用いただけません。お車でお越しの方は、近隣のコ
インパーキング（有料）をご利用ください。

プログラム

参加費

無料
Web申込 *会場参加

申込締切：11月30日
土

事前のお申し込みが必要です。

申込期限
11月30日（月）
QRコードからお申し込みください。

事前のお申し込みは不要です。

当日、麗澤大学公式
YouTubeチャンネルから
ご視聴ください。

お申し込みはこちらから
会場参加・オンライン参加どちらも
同じQRコードです



世界を見つめ

未来をつくるために

お問い合わせ:麗澤国際安全保障研究センター事務局

E-mail : rciss-office@reitaku-u.ac.jp

2026年度、麗澤大学では「総合安全保障プログラム」を開設しま
した。国際学部国際社会・国際情報（ISI）専攻の学生を対象
とする主コースと、全学部の学生を対象とする副コースを設けていま
す。

戦争や国際紛争、巨大災害、サイバー攻撃など、現代社会が直
面する安全保障上の課題は、ますます複雑化しています。

本プログラムでは、国際政治・外交、経済・情報、防災・危機管理
の3つの領域を横断的に学び、世界の動きを多角的に捉え、課題
を考察する力を養います。

麗澤大学「総合安全保障プログラム」麗澤国際安全保障研究センター
（ R-CISS）とは?

JR常磐線各駅停車（東京メトロ千代田線直通）「南柏」駅
東口より東武バス「1番乗り場」に乗車で約4分。「麗澤大学前」下車。
※1番乗り場のバスはすべて「麗澤大学前」を通ります。

麗澤大学へのアクセス

複雑化する世界を読み解き、未来の安全を考える

2026年春、麗澤大学に「麗澤国際安全保障研究センター
（R-CISS）」が設立されました。

国際秩序が大きく変動する今日、安全保障の課題は、軍事・
外交にとどまらず、経済、情報、サイバー、防災・危機管理など、
多岐にわたっています。

本センターは、こうした複雑な課題に対し、研究者と実務家が
分野を超えて協働し、総合的な視点から研究を推進することを
目的としています。

また、国内外の研究機関や政策機関との連携を通じて、研究
成果を広く社会に発信するとともに、麗澤大学の「総合安全保
障プログラム」と連動し、次世代を担う人材の育成にも貢献しま
す。

研究・教育・社会をつなぎ、日本と世界の安全と安定に
寄与する新たな知の拠点を目指します。

研究センターの主な活動
1. 学際的研究の推進
国際政治・外交、経済安全保障、防災・危機管理、サイバーセキュリ
ティなど、分野を横断した研究を推進します。

2. 研究成果の発信
シンポジウムや研究会、公開講座の開催に加え、オンラインでの情報
発信を通じて、研究成果を広く社会に還元します。

3. 教育との連携
麗澤大学の「総合安全保障プログラム」と連携し、研究成果を教育に
還元するとともに、学生の研究活動への参加を促進します。

4. 研究ネットワークの形成
国内外の大学・研究機関・政策機関などとの共同研究や学術交流を
推進します。

5. 社会への知的貢献
安全保障に関する諸課題に学術的知見を提供し、社会の安全と安
定に貢献します。


